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【続報】12月14日、世界保健機関(WHO)のテドロス事務局長
は、新型コロナウイルス感染症の変異株「オミクロン株」が、か
つてないほどのスピードで広まっており、実際には、ほとんど
の国に感染者が存在する可能性が高いと警告した。
感染力が高いことは、ほぼ間違いない見とおしだが、一方で

重症化率はそこまで高くない――との分析結果が南アフリカ
共和国から上がるなど楽観的な見方もある。しかしテドロス事
務局長は仮に重症化率が高くなくても、感染者が増加すれば医
療が逼

ひ っ

迫
ぱ く

する可能性が高いと注意喚起している。
国内では、いち早く水際対策を講じたこともあり、今のとこ

ろ市中感染には至っていないが、英国では11月30日時点でオ
ミクロン株感染者がわずか22人だったにもかかわらず、12月
13日時点でロンドンの感染者の約4割がオミクロン株との発
表があり、爆発的な感染拡大に警戒が必要だ。すでに英国では
死者も確認されている。日本の水際対策にも限界があること
から、いずれ感染者が増えると予想する向きもある。
対策として期待されているのがワクチンのブースター（3回

目）接種で、すでに開始している国
も多い。日本でも2回目接種から原
則8カ月経った人から接種を開始、
英国からはブースター接種により、
重症化だけでなく感染もある程度
防ぐことができるとの報告もあり、
期待が高まっている。

グループに各種部会が存在する意義は大きい

82床の増床が認可され次のステージに突入
形式知を物語って組織の知に広げる重要性

グループに各種部会が存在する意義は大きい
東京西徳洲会病院 院長 渡

わ た

部
な べ

 和
か ず

巨
な お

36
歳
の
徳
田
虎
雄
・
名
誉
理
事
長

は
初
め
て
つ
く
っ
た
徳
田
病
院
（
大

阪
府
、
現
・
松
原
徳
洲
会
病
院
）
を

１
９
７
５
年
、
医
療
法
人
徳
洲
会
に

法
人
化
し
理
事
長
に
就
任
、
現
在
、

グ
ル
ー
プ
は
71
病
院
を
有
し
て
い
ま

す
。
Ｍ
＆
Ａ
と
指
定
管
理
病
院
は
全

病
院
の
24
％
、
全
病
床
１
万
７
９
０

９
床
の
18
％
を
占
め
ま
す
。
徳
田
・

名
誉
理
事
長
以
外
、
反
対
の
な
か
で

進
め
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。「
誰

も
引
き
受
け
な
い
か
ら
。
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
が
困
る
か
ら
」
―

―
そ
の
一
点
で
引
き
受
け
た
の
で
す
。

現
在
、
そ
れ
ら
の
病
院
は
建
て
替
え

や
改
修
を
行
い
診
療
科
も
増
え
、
地

域
医
療
を
守
っ
て
い
ま
す
。
当
院
は

人
口
２
５
０
万
人
の
北
多
摩
の
一
角
、

北
多
摩
西
部
二
次
医
療
圏
に
あ
り
ま

す
。
病
床
規
制
の
昨
今
、
２
１
８
床

が
不
足
す
る
な
か
、
今
回
82
床
の
増

床
が
認
可
。
２
年
後
に
５
６
８
床
と

な
り
、
次
の
段
階
に
入
り
ま
す
。

〝
生
命
だ
け
は
平
等
だ
〟
の
理
念

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
を
支
え
る
芯

英
国
の
科
学
者
ピ
ー
タ
ー
・
ス

コ
ッ
ト
＝
モ
ー
ガ
ン
は
２
０
１
７
年
、

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）

に
罹か

か

り
余
命
２
年
と
言
わ
れ
、
サ
イ

ボ
ー
グ
に
な
る
と
決
心
、ネ
オ
・
ヒ
ュ

ー
マ
ン
「Peter 2.0

」
と
し
て
日
々
、

実
験
的
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
モ

ー
ガ
ン
ら
は
１
９
９
４
年
、「
会
社

の
不
文
律
」
を
世
に
問
い
、
同
じ
年

に
経
営
学
者
の
野
中
郁い

く

次じ

郎ろ
う

は
暗
黙

知
と
形
式
知
の
循
環
「
Ｓ

セ

キ

Ｅ
Ｃ
Ｉ
モ

デ
ル
」
を
発
表
、
そ
の
モ
デ
ル
は
米

国
の
経
営
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ

ー
と
一
線
を
画
す
考
え
方
と
し
て
進

化
し
て
い
ま
す
。
不
文
律
と
暗
黙
知

へ
の
理
解
は
と
て
も
重
要
で
す
。

組
織
に
は
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
組
織

の
芯
に
な
る
部
分
が
安
定
し
て
い
な

け
れ
ば
荒
波
に
飲
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
徳
洲
会
の
芯
は
〝
生
命
だ
け
は

平
等
だ
〟
の
理
念
で
あ
り
、
我
々
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
徳
洲
会

グ
ル
ー
プ
が
獲
得
し
た
暗
黙
知
を
形

式
知
化
し
、
進
化
す
る
ル
ー
テ
ィ
ン

の
な
か
で
、職
員
に
物
語
る
こ
と（
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
）
が
組
織
の
知
へ
と
広
が

り
、
深
ま
る
た
め
に
必
要
で
す
。
不

文
律
を
理
解
す
る
に
は
何
が
こ
こ
の

人
た
ち
に
大
事
か
、
誰
が
そ
れ
を
動

か
し
て
い
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の

大
事
な
こ
と
を
実
現
で
き
る
か
を
知

る
こ
と
で
す
。
地
域
医
療
は
地
域
だ

け
に
目
を
向
け
て
い
て
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
徳
洲
会
に
は
各
種

部
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
行
う

集
団
が
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
の
意
義

は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

の
年
間
収
益
が
５
０
０
０
億
円
を
超

え
た
今
、
率そ

っ

先せ
ん

躬き
ゅ
う

行こ
う

あ
る
の
み
で
す
。

11
月
か
ら
５
つ
の
徳
洲
会
病
院
が

国
際
的
な
医
療
機
能
評
価
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認

証
の
更
新
審
査
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
受
審
し
ま

し
た
。
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
の
出
身
国
は

欧
米
、
ア
ジ
ア
と
多
彩
で
、
徳
洲
会

の
理
念
を
理
解
し
て
も
ら
う
絶
好
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か

「
世
界
２
０
０
カ
国
に
病
院
を
建
設

す
る
」
と
言
っ
た
徳
田
・
名
誉
理
事

長
の
言
葉
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
２
０

０
１
年
後
半
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
気
付
い
た

徳
田
・
名
誉
理
事
長
は
03
年
、
東
京

都
に
あ
る
国
際
連
合
大
学
で
開
か
れ

た
「
ア
フ
リ
カ
の
日
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
医
療
外

交
、
技
術
移
転
、
医
療
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
」
と
題
し
発
表
、medical dip-

lomacy

（
医
療
外
交
）
の
重
要
性
を

表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
年
に
タ
ン
ザ

ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
セ
ネ
ガ
ル
な
ど

と
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
了
解
覚
書
）
を
交
わ
し
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
18
年
３
月
に
腎
移

植
が
ス
タ
ー
ト
、
徳
洲
会
と
東
京
女

子
医
科
大
学
の
協
力
の
下
で
11
例
、

そ
の
後
は
現
地
医
療
者
の
み
で
14
例

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
が
立
地
す
る
昭
島
市
で
人
口

１
万
人
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む

当
院
が
立
地
す
る
昭
島
市
に
あ
る

昭
和
飛
行
機
工
業
を
昨
年
、
世
界
的

な
投
資
会
社
傘
下
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
Ｅ
が
買

収
、
広
大
な
敷
地
を
総
合
開
発
し
人

口
を
１
万
人
増
や
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
地
の
水
は
深

層
地
下
水
で
、
安
全
度
第
１
位
を
獲

得
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
半
導
体

や
液
晶
製
造
に
欠
か
せ
な
い
超
純
水

な
ど
の
研
究
が
で
き
る
た
め
、
水
処

理
国
内
最
大
手
の
栗
田
工
業
が
そ
の

一
角
の
１
万
坪
に
来
年
４
月
、
研
究

所
を
全
面
移
転
し
ま
す
。
安
全
な
飲

料
水
を
利
用
で
き
な
い
人
口
が
半
数

以
上
を
占
め
る
国
が
世
界
に
は
３
カ

国
あ
り
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
は
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
も
74
％
の

人
々
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の

国
で
徳
洲
会
は
病
院
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

福
岡
徳
洲
会
病
院
で
の
研
修
経
験

が
あ
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
に

尽
力
し
た
神
経
内
科
医
の
中
村
哲
先

生
が
凶
弾
に
倒
れ
た
の
は
19
年
12
月

４
日
。
初
任
地
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
病
院
ハ
ン
セ
ン
病
棟
に
は

「
こ
の
建
物
は
徳
洲
会
の
援
助
で
設

立
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
村
先
生

が
遺
さ
れ
た
「
命
を
粗
末
に
し
て
は

い
け
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
徳
洲
会

の
理
念
に
通
じ
ま
す
。
多
く
の
人
々

が
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ

り
た
い
。
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

オミクロン株

かつてないスピード
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（
１
面
か
ら
続
く
）

同
改
正
法
に
焦
点
を
当
て

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
湘
南

鎌
倉
総
合
病
院（
神
奈
川
県
）

の
関
根
一
朗
・
救
急
総
合
診

療
科
医
長
は
「
救
急
救
命
士

が
救
急
外
来
で
活
躍
す
る
術

は
救
急
救
命
処
置
の
み
に
あ

ら
ず
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
。

同
院
は
２
０
１
５
年
に
救
急

調
整
室
を
設
置
、
現
在
14
人

の
救
急
救
命
士
が
勤
務
。
救

急
搬
送
受
け
入
れ
対
応
や
他

院
へ
の
転
院
調
整
・
搬
送
な

ど
救
急
救
命
士
の
業
務
内
容

に
触
れ
、
救
急
救
命
士
が
救

急
外
来
で
働
く
こ
と
に
よ
る

医
師
の
負
担
軽
減
の
定
量
評

価
結
果
を
紹
介
し
た
。

具
体
的
に
は
救
急
救
命
士

が
対
応
し
た
①
救
急
隊
か
ら

の
受
け
入
れ
要
請
、
②
同
院

か
ら
他
院
へ
の
転
院
調
整
―

―
の
各
所
要
時
間
の
１
年
間

の
合
計
を
試
算
。
結
果
、
①

②
の
合
計
は
１
３
２
９
時
間

で
、
海
外
の
報
告
に
よ
る
と

救
急
医
が
１
時
間
で
診
る
患

者
数
は
２
・
48
人
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
医
師
が
３
２
９
６

人
の
患
者
さ
ん
を
診
療
す
る

時
間
に
相
当
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
関
根
医
長
は
「
医

師
の
業
務
が
中
断
さ
れ
る
機

会
を
減
少
す
る
こ
と
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

有
効
な
タ
ス
ク
シ
フ
ト
（
業

務
移
管
）
は
施
設
や
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
救
急

救
命
士
の
働
き
方
を
柔
軟
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

「
救
急
医
は
い
か
に
コ
ロ

ナ
と
戦
っ
た
か
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
登

壇
し
た
の
は
湘
南
鎌
倉
病
院

の
小
山
洋
史
・
集
中
治
療
部

部
長
だ
。「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19

中
等
症
に
特
化
し
た
大
規
模

臨
時
医
療
施
設
に
お
い
て
も

救
急
医
は
不
可
欠
で
あ
っ

た
！
」
と
題
し
て
発
表
。
同

院
は
20
年
５
月
か
ら
コ
ロ
ナ

専
用
の
臨
時
医
療
施
設
（
１

８
０
床
）
の
運
営
を
神
奈
川

県
か
ら
受
託
し
て
い
る
。

小
山
部
長
は
、
救
急
科
専

門
医
を
含
む
多
数
の
医
師
か

ら
な
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）

診
療
チ
ー
ム
が
、
他
の
専
門

診
療
科
な
ど
と
連
携
し
て
診

療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
同
チ
ー
ム
の
勤
務
シ
フ

ト
や
診
療
応
需
の
実
績
、
緊

急
的
手
技
な
ど
診
療
実
績
を

提
示
し
、「
救
急
医
が
関
与

す
る
こ
と
で
、
24
時
間
３
６

５
日
の
入
院
応
需
が
可
能
と

な
り
、
急
変
対
応
・
重
症
化

対
応
に
強
い
チ
ー
ム
と
な
り

ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
を

再
考
す
る
」
が
テ
ー
マ
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
宇
治
徳
洲
会
病
院
（
京

都
府
）
の
畑
倫
明
・
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
長
が
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
（
救
急
外
来
）

シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
～

導
入
し
た
だ
け
で
は
使
い
物

に
な
ら
な
い
～
」
と
題
し
発

表
。
同
院
は
19
年
12
月
に
Ｈ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
導
入
。
畑
セ
ン
タ

ー
長
は
「
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
運
用

は
人
材
確
保
、
資
機
材
管
理
、

診
療
方
針
決
定
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
り
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
指
摘
、
他
施
設

の
参
考
と
な
る
よ
う
本
格
稼

働
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
し
た
。

畑
セ
ン
タ
ー
長
は
「
20
年

７
月
に
設
立
し
た
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

運
営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
関
す
る
人
材
確

保
、
資
機
材
・
薬
剤
等
の
調

達
・
管
理
方
法
を
検
討
し
、

独
自
の
プ
ロ
ト
コ
ル
（
診
療

計
画
書
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
症
例

検
討
会
を
何
度
も
繰
り
返
す

こ
と
で
本
格
稼
働
に
成
功
し

ま
し
た
」
と
ま
と
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
岸
和
田
徳
洲

会
病
院
（
大
阪
府
）
や
湘
南

鎌
倉
病
院
、
札
幌
東
徳
洲
会

病
院
の
救
急
医
が
口
演
を
行

っ
た
。
岸
和
田
病
院
は
新
型

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
中
心
に

５
演
題
、
湘
南
鎌
倉
病
院
は

急
性
期
在
宅
医
療
や
産
科
救

急
な
ど
４
演
題
、
札
幌
東
病

院
は
抗
菌
薬
の
選
択
に
関
す

る
１
演
題
を
発
表
。
ミ
ニ
オ

ー
ラ
ル
で
は
、
初
期
研
修
医

を
含
め
41
人
が
発
表
し
た
。

救急救命士による業務負担軽減の定
量評価を発表する関根医長

ハイブリッドER本格稼働のポイ
ントを説明する畑センター長

COVID-19診療チームへの救急医
参加の利点を強調する小山部長


